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GMPLS testerご提案
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１．GMPLSエミュレーション機能（負荷試験）
①GMPLS拡張プロトコルサポート

a) RSVP-TE／OSPF-TE／LMP
b) トンネルプロトコル対応

GRE／IP-in-IP
②各種ノード形態をエミュレート

Ingress／Egress／Transit＋Egress
③大量LSP負荷発生

最大5000LSP／ポート
④User Object

Pathメッセージ内にUser作成Object可能
⑤EROサポート

ERO付加によりトラフィックエンジニアリングの負荷試験が可能

２．GMPLSコンフォーマンス機能（基本機能試験）
GMPLS Conformance機能の特徴
①GMPLS拡張プロトコルサポート

a) LSP hierarchies／Bi-direct ional LSPs／End-to-End recovery／LMP
b) トンネルプロトコル対応

GRE／IP-in-IP
②基本シナリオ対応RFC及びdraft 

RFC3209,3471,3473,3477,2961等

３．GMPLSシナリオ作成機能（応用シナリオ試験）
GMPLSに関連するシナリオを自由に作成可能です。
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GMPLSテストソリューション

AX/4000簡単GUIイメージ

300種以上のシナリオを実装済み



STT-ONE OTN/EoSアナライザ

OTN、次世代SDH/SONET装置の検証
OTN、EoS、SDH/SONET試験が1台で可能

10GレートのEoS/VCAT/LCAS試験

●OTN試験
エラー・パフォーマンス解析(ITU-T G.8201、M.2401)
●VCAT試験
VCグループ設定：
VC-4-X-v、 VC-3-X-v、 VC-12-X-v、 VC-11-X-v、
STS-3-X-v、 STS-1-X-v、 VT-1.5-X-v、 VT-2-X-v
差動遅延の測定と発生：～256ms
各メンバにエラー挿入とアラーム発生
●LCAS試験
LCASプロトコルエミュレーション
メンバ毎のSource、Sinkのステートマシンをエミュレーション
LCASコントロールパケットモニタ(H4、K4/Z7バイト)
●GFP試験
イーサネットトラフィック生成(フレームサイズ：～65539バイト)
●EoS試験
試験レイヤ：MAC、MAC+IP
VLAN、MPLSラベル
フレーム長：60～12000バイト
BER測定

測定モジュール本体
(スタンドアロン動作可能)




